
東京都計量器コンサルタント協会３０周年を祝して 

                                                        

 東京都計量器コンサルタント協会が創立３０周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げま

す。また、貴協会を長らく支えられてきた役員はじめ会員の方々に、深い敬意を表します。 

  計量器コンサルタント制度は、昭和４７年から当時の(社)日本計量協会と全国

計量器販売事業者連合会が協力して、実施してきた自主事業です。この目的は、

①正確な計量器の供給による適正な計量の実施  ②計量器流通業者の地位の

向上をはかる ことです。 

  制度発足以来、(社)日本計量振興協会（旧日本計量協会を含め）は２０都府県

の 1,700 名を超える方々に資格を付与してきました。この中で貴協会が全国の範

として、質・量ともに優れた活動をされ、適正な計量の実施に多大な役割を果たさ

れていることは、誠に心強く、心より御礼申し上げます。 

 本制度発足３０周年を期に、(社)日本計量振興協会は「計量器コンサルタント制

度見直し委員会」を設け、委員長に東京都計量器コンサルタント協会の岩下会長を、委員として多

くの副会長や理事の方々に参画を頂きました。今後、当協会はこのまとめを生かし本制度の更なる

普及・充実をめざしていきたいと考えています。 

  近年、計量制度の変革はめざましく、一方計量技術の進歩は日進月歩です。このような状況の

なか適正な計量の実施の確保にとり、コンサルタントの役割はますます重要となっています。皆様

方の更なるご活躍を祈念しまして、お祝いの言葉といたします。 
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